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当　初　計　画 年度末点検・評価

個　別　事　業　（取　組）　評　価個　別　事　業　（取　組）　評　価個　別　事　業　（取　組）　評　価個　別　事　業　（取　組）　評　価

事業Ｎｏ， 36 施策の柱への位置付け 柱⑥　体力づくり

事業名称 子どもの体力向上支援事業

担当課 スポーツ健康教育課

当初予算額（千円）

十分に特定していたか )

3,376
補正後予算額（千円） 2,576

決算額（千円） 1,876

①

現　状
（課題）

と
その要因

【現状】 正確に把握していたか )

児童生徒の基本的な生活習慣・運動習慣が十分に身に付
いていない現状が改善されていない。
【H23年度高知県体力・運動能力、運動習慣等調査】
運動を「しない」割合
　　小学校　男子8.4%（8.3%）　女子13.6%（13.4%）
　　中学校　男子10.8%（10.7%）　女子25.7%（26.7%）
　　　　　　　　　　　　※（　）の数値は平成22年度同調査結果

高知県の児童生徒の体力は、小中学校、男女とも前年度
より微増で推移している。
【H23年度高知県体力・運動能力、運動習慣等調査】
　体力合計点
　小学5年男子52.93点（52.89点）　女子53.95点（53.29点）
　中学2年男子40.62点（40.49点）　女子46.20点（45.79点）
　　　　　　　　　　　　　※（　）の数値は平成22年同調査結果

　平成23年度のデータについては、全国調査が実施見送りとなった
が、昨年度から実施している「高知県体力・運動能力、運動習慣等調
査」との比較から、ほとんど変化が見られな状況であることが数字的
に明らかになった。

　具体的な目標（何を行うか：プランの策定）を明確に示している。

　過去4カ年のデータと比較しても同様の結果となっている。

【要因】

達成可能で具体的な目標を設定していたか )

　平成24年3月に「新・こうちの子ども体力アップアクションプラン」を策
定し、パンフレットを県内小中学校及び教育関係機関に配布すること
ができた。

目標は達成されたか )

改訂版「こうちの子ども体力アップアクションプラン」の作
成・配布

③
実施内容
(Input・
Output)

◆

◆

◆

高知県子どもの体力向上支援委員会　年6回（7,9,10,11,1,2
月）

健康・体力つくりフォーラムの開催（2月）

体育授業改善委員会　年6回（9,10,11,12,1,2月）

②
目　標

(Outcome)

◆ 児童生徒の運動習慣の確立を目指し、平成23年度は運動
習慣を中核とした改訂版「こうちの子ども体力アップアクショ
ンプラン」を策定するとともに、その周知を図る。

　国の委託契約の時期が、東日本大震災の影響で当初より2カ月遅
れたことにより、予定していた体育授業改善委員会の実施回数が減
少した。このため、予定していたプログラムの作成については、十分
な検討時間が確保できず、継続検討となった。

体育授業改善委員会　年間6回　→　年間3回

計画通り実施されたか )

【検証（比較）方法】

オ

【総合評価】
　体力向上に向けたプランを策定することで、今後4年間の
取組の方向性を具体的に示すことができた。また、フォーラ
ムの開催を通して、当プランが多くのマスメディアに取り上
げられたことで、体力向上の取組について、広く県民への
周知を図ることができた。各学校が作成する学校改善プラ
ンと結びつけることで、さらに効果的な活用が期待できる。

総合評価
と

今後の方向

【今後の方向】
　以下の取組を通じて、「新・こうちの子ども体力アップアクションプラ
ン」の効果的な活用を促進する。

学校改善プランの点検から、各学校への支援の拡大を図る。
高知県子どもの体力向上支援委員会による進捗状況の評価・検討を
行う。
高知県子どもの体力向上支援委員会をプランの評価機関とする。
体育授業改善委員会を就学前まで拡大し、体力向上ワーキング委員
会として幼保・小・中の連携を加味した取組を検討する。
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目標達成度 「No」を選択した項目


